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▽�

野
村
望
東
尼
百
五
十
年
忌
祭
で
記
念
碑

建
立
＝
２
面

▽�

廣
田
弘
毅
先
生
顕
彰
会
日
程
決
ま
る
＝

３
面

▽�

平
成
29
年
度
賛
助
会
費
納
入
の
お
願
い

＝
３
面

▽�

賛
助
会
員
芳
名
録
＝
３
面

強
い
共
感
を
覚
え
た
か
ら
の

よ
う
だ
。

　

矢
野
家
の
酒
造
業
は
享
保

十
四
年
（
一
七
二
九
）
の
創

業
で
商
号
は
「
玉
の
井
酒

造
」。
平
成
二
十
三
年
十
月

「
寒
北
斗
酒
造
」
に
変
わ
っ

た
。

　

矢
野
家
に
は
、
頭
山
翁
か

ら
矢
野
氏
に
宛
て
た
資
金
要

請
の
手
紙
や
電
報
、「
借
区

わ
け
で
は
な
い
。
権
利
の
売

却
で
活
動
資
金
を
調
達
し
て

い
た
。

　

矢
野
氏
は
天
保
二
年
（
一

八
四
一
）
に
生
ま
れ
明
治
四

十
二
年
（
一
九
〇
九
）
に
亡

く
な
っ
た
。「
明
治
二
〇
年

の
福
岡
県
一
円
富
豪
一
覧
表

に
よ
れ
ば
、
資
産
は
当
時
筑

豊
の
首
位
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て

い
る
」（
永
末
十
四
雄
著
「
筑

豊
讃
歌
」）
と
い
う
人
。
玄

洋
社
の
社
員
で
は
な
い
が
、

頭
山
翁
を
支
援
し
た
の
は
、

頭
山
翁
と
玄
洋
社
の
活
動
に

券
」
な
ど
鉱
業
権
取
得
に
関

す
る
書
類
な
ど
が
保
存
さ
れ

て
い
た
。矢
野
氏
の
曾
孫
で
、

玉
の
井
酒
造
社
長
だ
っ
た
矢

野
喜
平
太
氏
が
平
成
二
十
三

年
三
月
に
亡
く
な
り
、
社
長

を
継
い
だ
朋
子
夫
人
も
会
長

に
就
い
て
地
元
を
離
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
た
め
、
平
成
二

十
七
年
夏
、
矢
野
家
が
持
つ

他
の
資
料
と
共
に
同
市
へ
の

寄
贈
と
な
っ
た
。

　

矢
野
家
の
創
設
は
慶
長
四

年
（
一
六
一
三
）
と
い
わ
れ

る
。
今
に
残
る
江
戸
末
期
の

母
屋
、
同
期
に
建
て
ら
れ
た

蔵
、
昭
和
初
期
に
建
て
ら
れ

現
在
も
使
わ
れ
て
い
る
酒
蔵

の
三
棟
は
国
登
録
有
形
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
図
面
な
ど
も
含
め
て

小
型
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
コ

ン
テ
ナ
で
五
、
六
個
分
。
寄

贈
を
受
け
た
同
市
は
、
分

類
、
整
理
し
て
町
の
歴
史
を

読
み
解
き
た
い
、
と
い
う
。

　

玄
洋
社
の
総
帥
、
頭
山
満
翁
が
、
活
動
資
金
調
達
の

た
め
日
本
有
数
の
産
炭
地
、
福
岡
県
・
筑
豊
地
方
で
炭

鉱
業
に
進
出
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

頭
山
翁
の
炭
鉱
業
進
出
を
強
力
に
支
援
し
た
の
が
筑
豊

の
一
角
、
旧
、
福
岡
県
嘉
麻
郡
大
隈
町
（
現
、
嘉
麻
市

大
隈
町
）
の
酒
造
業
、
矢
野
喜
平
次
氏
だ
っ
た
。
矢
野

家
に
伝
わ
っ
て
い
た
頭
山
翁
か
ら
の
書
簡
や
鉱
業
権

（
当
時
の
法
律
で
「
借
区
」
と
呼
ば
れ
た
）
取
得
に
関

す
る
書
類
な
ど
、
矢
野
氏
の
支
援
ぶ
り
を
物
語
る
貴
重

な
資
料
が
、
先
ご
ろ
同
市
に
寄
贈
さ
れ
た
。

　

頭
山
翁
に
炭
鉱
業
を
勧
め

た
の
は
政
界
の
黒
幕
と
い
わ

れ
た
杉
山
茂
丸
だ
っ
た
。
明

治
二
十
一
年
ご
ろ
の
こ
と
と

い
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
鉱

業
権
取
得
の
た
め
の
資
金
を

矢
野
氏
が
提
供
し
、
か
つ
、

鉱
業
権
買
収
に
際
し
て
の
地

元
工
作
に
も
、
地
域
の
有
力

者
と
し
て
力
を
発
揮
し
た
。

　

矢
野
氏
の
支
援
を
得
、
玄

洋
社
社
員
、
結
城
寅
五
郎
が

実
働
部
隊
に
加
わ
っ
て
頭
山

翁
は
、
旧
嘉
麻
郡
の
「
山
野

坑
区
」
五
十
三
万
坪
を
取
得

し
た
の
を
手
は
じ
め
に
、
旧

嘉
麻
郡
、
隣
接
の
穂
波
郡
で

次
々
に
鉱
業
権
を
取
得
。
さ

ら
に
隣
の
田
川
郡
へ
も
進
出

し
、
合
計
二
百
五
十
五
万
坪

の
「
坑
区
」
を
取
得
し
た
と

い
う
。

　

鉱
業
権
を
取
得
し
て
も
、

頭
山
翁
が
石
炭
採
掘
を
し
た
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手
紙
、書
類
な
ど
親
族
が
嘉
麻
市
に

頭山翁から喜平次氏に宛てた手紙を披露す
る生前の矢野喜平太氏＝寒北斗酒造所蔵

見
学
者
も
多
い
寒
北
斗
酒
造

矢
野
喜
平
次
氏
の
資
料
を
寄
贈

頭
山
翁「
鉱
業
権
」取
得
の
強
力
な
支
援
者
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当
時
、福
岡
西
新
町
の
福
岡
藩
馬
廻
役
・
筒
井
亀
策
（
つ

つ
い
・
か
め
さ
く
）
の
三
男
・
乙
次
郎
（
の
ち
の
頭
山
満
）

も
、
こ
の
桜
田
義
士
伝
を
聞
い
て
感
激
し
て
い
る
。

　
「
お
れ
は
子
供
の
折
か
ら
記
憶
が
よ
か
っ
た
。
四
歳
く

ら
い
の
こ
と
ま
で
未
だ
に
覚
え
て
お
る
。
お
れ
は
安
政
二

年
の
生
ま
れ
で
、
あ
の
水
戸
の
十
七
烈
士
が
井
伊
掃
部
を

斬
っ
た
の
は
、
お
れ
の
六
歳
の
時
だ
。
そ
れ
で
七
歳
の
時

に
は
福
岡
で
も
桜
田
義
士
の
講
談
な
ん
ど
を
や
っ
て
い

た
。
黒
山
篤
丈
と
い
う
日
本
一
の
講
談
師
で
、
以
前
は
神

官
で
少
し
は
学
問
も
あ
り
、
や
や
世
道
を
解
し
て
い
る
奴

で
、
な
か
な
か
上
手
じ
ゃ
っ
た
。
そ
の
時
お
れ
は
七
つ
で

一
番
の
兄
さ
ん
は
四
つ
違
い
の
十
一
じ
ゃ
っ
た
。
お
れ
の

住
居
は
西
新
町
の
中
東
で
、
次
が
中
西
、
そ
の
次
が
大
西

で
一
町
ほ
ど
隔
た
っ
て
い
た
。
大
西
と
い
う
所
の
呉
服

屋
、
こ
れ
は
立
派
な
新
築
を
し
て
呉
服
な
ど
も
、
な
か
な

か
立
派
に
飾
っ
て
い
た
。
そ
の
家
で
講
談
を
聴
い
て
い
た

の
で
一
層
感
じ
た
。
お
れ
も
大
き
く
な
っ
た
ら
、
こ
の
義

士
の
よ
う
な
こ
と
を
や
ろ
う
と
思
っ
た
も
の
だ
。
帰
っ
て

く
る
と
、
お
父
さ
ん
も
兄
も
義
士
の
名
を
よ
う
覚
え
て
居

ら
な
ん
だ
。そ
れ
を
お
れ
が
ス
ッ
ク
リ
覚
え
、関
鉄
之
助
、

齋
藤
監
物
、
蓮
田
市
五
郎
な
ど
逐
一
読
み
上
げ
て
内
の
者

ど
も
に
話
し
て
聞
か
せ
た
か
ら
だ
れ
も
彼
も
び
っ
く
り
し

た
。
す
る
と
近
所
の
者
も
珍
し
が
っ
て
聴
き
に
き
た
も
の

だ
」�

（
こ
の
項
続
く
）

　

幕
末
、福
岡
の
勤
皇
歌
人
、

野
村
望
東
尼
の
顕
彰
活
動
を

す
る
地
域
団
体
「
平
尾
望
東

会
」＝
志
間
久
宣
会
長
（
82
）

＝
は
、
昨
年
、
望
東
尼
が
晩

年
を
過
ご
し
た
福
岡
市
中
央

区
平
尾
五
丁
目
の
草
庵
「
平

尾
山
荘
」
に
望
東
尼
の
「
百

五
十
年
忌
祭
記
念
碑
」
を
建

立
し
た
。「
地
域
の
歴
史
伝

承
活
動
に
協
力
を
」
と
い
う

同
会
の
寄
付
の
呼
び
か
け

に
、
地
域
の
人
々
は
力
強
く

応
え
た
。

　

同
会
は
、
毎
年
、
望
東
尼

の
命
日
の
十
一
月
六
日
に
平

尾
山
荘
で
慰
霊
・
顕
彰
の「
望

東
尼
祭
」
を
行
っ
て
い
る
。

　

昨
年
の
命
日
は
百
五
十
年

忌
に
当
た
り
、
こ
の
日
、
年

忌
祭
と
併
せ
て
記
念
碑
の
除

幕
式
が
行
わ
れ
た
。
地
域
の

住
民
な
ど
約
三
百
人
が
参
列

し
て
記
念
碑
の
完
成
を
祝

い
、
望
東
尼
の
遺
徳
を
し
の

ん
だ
。

　

百
五
十
年
忌
の
記
念
事
業

説
文
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

　

同
会
は
、
記
念
碑
建
立
の

費
用
、
約
五
百
万
円
を
地
域

の
住
民
か
ら
募
っ
た
。
個
人

一
口
千
円
、
法
人
一
口
一
万

円
。
平
尾
校
区
約
一
万
二
千

世
帯
。
全
世
帯
に
趣
意
書
を

配
っ
た
。

　

反
応
は
好
意
的
だ
っ
た
。

平
尾
公
民
館
内
の
同
会
事
務

局
を
訪
ね
て
き
た
年
配
の
男

性
は
、
現
金
で
百
万
円
を
差

し
出
し
「
老
妻
と
い
つ
も
公

園
を
散
歩
し
て
元
気
を
も
ら

っ
て
い
る
。
感
謝
の
印
で

す
」
と
だ
け
い
っ
て
立
ち
去

っ
た
。
ま
た
、
ご
主
人
は
一

の
検
討
は
、
同
会
世
話
人
に

よ
っ
て
三
年
前
か
ら
始
め
ら

れ
た
。

　

志
間
会
長
は
じ
め
世
話
人

が
、
長
州
藩
の
勤
皇
の
志

士
、
高
杉
晋
作
の
祭
典
に
出

席
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
、

望
東
尼
と
高
杉
晋
作
の
交
流

を
表
す
記
念
碑
の
建
立
に
決

ま
っ
た
。

　

九
州
造
形
短
大
、
小
田
部

黄
太
教
授
の
設
計
、
制
作
に

よ
る
記
念
碑
は
高
さ
約
百
五

十
㌢
、
幅
約
百
八
十
㌢
。
長

州
を
追
わ
れ
て
平
尾
山
荘
に

十
日
間
滞
在
し
、
再
び
長
州

へ
戻
る
高
杉
晋
作
に
望
東
尼

が
手
縫
い
の
着
物
と
、
は
な

む
け
の
和
歌
を
贈
る
場
面
を

描
い
た
レ
リ
ー
フ
が
は
め
込

ま
れ
、
望
東
尼
の
和
歌
、
解

万
円
、
家
族
は
一
人
千
円
ず

つ
、
と
い
う
ほ
ほ
え
ま
し
い

寄
付
も
あ
っ
た
。
企
業
の
協

力
も
あ
っ
た
。

　

二
百
七
十
四
人
・
社
。
寄

付
者
の
氏
名
は
す
べ
て
記
念

碑
の
裏
に
刻
ま
れ
て
い
る
。

　

マ
ン
シ
ョ
ン
も
増
え
た
平

尾
校
区
に
は
、
新
し
い
住
民

も
多
い
。
志
間
会
長
は
い

う
。「〝
静
か
な
環
境
〟
だ
け

で
満
足
し
て
い
た
人
た
ち

が
、
平
尾
の
生
い
立
ち
を
知

っ
て
〝
愛
着
〟
を
感
じ
て
い

る
。
歴
史
の
伝
承
は
、
ま
ち

づ
く
り
に
も
大
切
な
こ
と
で

す
」

〈11〉

試
練
の
時
代

柳　

猛
直

頭
山
満
と
玄
洋
社

題字は進藤一馬福岡市長

野
村
望
東
尼
150
年
忌

地
域
住
民
が
募
金
に
協
力

「
山
荘
」に
記
念
碑
建
立

建立された百五十年忌記念碑＝左のかやぶき屋根が
平尾山荘

志間　久宣会長

「平尾望東会」
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町
）
に
は
節
分
を
挟
ん
で
そ

の
前
後
二
十
日
間
く
ら
い
、

楼
門
前
に
紙
貼
り
の
「
お
た

ふ
く
面
」
が
登
場
す
る
。
高

さ
五
・
三
㍍
、
幅
五
㍍
で
大

き
さ
は
日
本
一
だ
と
か
。

　

面
を
設
置
す
る
よ
う
に
な

っ
て
半
世
紀
。
今
年
も
訪
れ

た
家
族
連
れ
な
ど
が
「
福
」

を
求
め
て
大
き
な
口
を
く
ぐ

る
姿
が
絶
え
な
か
っ
た
。

　

博
多
の
総
鎮
守
、
櫛
田
神

社
（
福
岡
市
博
多
区
上
川
端

　
　
　

▼
個
人
の
部

　
【
十
万
円
】

松
岡　

武
美　
　
（
姫
路
市
）

　
【
二
万
円
】

柴
田　

繁
一　
　
（
福
岡
市
）

　
【
一
万
円
】

石
塚　
　

泉　
　
（
館
林
市
）

永
島　

英
也　
　
（
福
岡
市
）

渡
邉　

一
馬　
　
（
別
府
市
）

川
辺　

俊
幸　
　
（
福
岡
市
）

浅
野　

秀
夫　
　
（　

同　

）

皆
川　

明
彦（
さ
い
た
ま
市
）

占
部　

紀
行　
　
（
福
津
市
）

山
座　

和
基　
　
（
福
岡
市
）

　

極
東
国
際
軍
事
裁
判

で
、
文
官
で
た
だ
一
人
、

Ａ
級
戦
犯
の
罪
に
問
わ
れ

刑
死
し
た
悲
運
の
宰
相
、

廣
田
弘
毅
先
生
の
ご
遺
徳

を
顕
彰
す
る
「
廣
田
弘
毅

先
生
顕
彰
祭
」
を
、
今
年

は
５
月
20
日
（
土
曜
日
）

午
前
11
時
か
ら
斎
行
し
ま

す
。
一
般
社
団
法
人
玄
洋

社
記
念
館
の
主
催
で
す
。

　

場
所
は
福
岡
市
城
内
５

（
福
岡
市
美
術
館
入
り
口
）

の
廣
田
先
生
の
銅
像
前
で

す
。（
雨
天
の
際
は
銅
像

向
か
い
側
、
福
岡
県
護
国

神
社
の
参
集
殿
で
す
）

　

参
加
費
は
千
円
。
詳
細

は
玄
洋
社
記
念
館
（
電
話

０
９
２
・
７
６
２
・
２
５

１
１
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

賛
助
会
員
芳
名
録

（
１
月
20
日
現
在・敬
称
略
）

　
　
　

▼
法
人
・
団
体
の
部

　
【
三
万
円
】

ジ
ー
ア
ン
ド
エ
ス
・
エ
ン
ジ

ニ
ア
リ
ン
グ
㈱　
（
福
岡
市
）

　

玄
洋
社
記
念
館
賛
助
会

員
の
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ

か
ら
当
記
念
館
の
諸
事
業

に
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
四
月
を
迎
え
る

に
あ
た
り
、
当
記
念
館
は

同
月
一
日
か
ら
平
成
二
十

九
年
度
分
の
賛
助
会
費
の

受
け
付
け
を
始
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

当
記
念
館
は
、創
設
者
、

故
進
藤
一
馬
先
生
の
ご
遺

志
で
あ
る
「
玄
洋
社
の
正

し
い
姿
を
伝
え
る
」
事
業

を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
出

費
多
端
の
折
、
誠
に
恐
縮

で
は
あ
り
ま
す
が
、
何
卒

よ
ろ
し
く
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

賛
助
会
費
の
受
け
付
け

要
領
は
次
の
と
お
り
で

す
。

　
【
賛
助
会
費
の
額
】

　

▽
個
人
会
員
＝
一
口
一

万
円

　

▽
法
人
・
団
体
会
員
＝

一
口
三
万
円

　

納
入
は
郵
便
振
込
ま
た

は
銀
行
振
込
で
お
願
い
致

し
ま
す
。
振
込
先
は
次
の

と
お
り
で
す
。

　
【
郵
便
振
込
】
口
座
番

号
０
１
７
７
０
～
１
～
２

０
７
３
８

　
【
銀
行
振
込
】
西
日
本

シ
テ
ィ
銀
行
赤
坂
門
支
店

　

普
通
預
金　

口
座
番
号

０
７
４
０
０
４
７

　

宛
名
は
い
ず
れ
も
「
玄

洋
社
記
念
館
」
で
す
。

福
岡
だ
よ
り

「
福
」
を
求
め
て
、
お
た
ふ
く

面
を
く
ぐ
る
参
詣
客

「
日
本
一
」の

お
た
ふ
く
面

花
　
田
　
　
　
　
勲

児
　
玉
　
　
和
　
久

代
表
取
締
役

入

　江

　秀

　雄

福
岡
市
中
央
区
渡
辺
通
２
丁
目
１
│
82

　
　
　
　
　
電
気
ビ
ル
本
館
地
下
１
階

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
９
２
）
７
１
１
│
８
２
８
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
９
２
）
７
１
１
│
８
２
８
３

　
810-
0004

株
式
会
社

　オ
ー
・
エ
ー
企
画

代
表
取
締
役
会
長

代
表
取
締
役
社
長

「
廣
田
弘
毅
先
生
顕
彰
祭
」

今
年
は
５
月
20
日
に
斎
行

会
費
納
入
の
お
願
い

平
成
29
年
度

一
般
社
団
法
人

�

玄
洋
社
記
念
館
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ー
書
と
人
物
ー

　

久
留
米
市
に
講
演
に
出
向

い
た
帰
途
、
市
内
の
発
心
公

園
と
朝
倉
市
杷
木
町
原
鶴
を

訪
ね
た
。
共
に
頭
山
満
書
の

記
念
碑
が
残
さ
れ
て
い
る
。

し
か
も
ど
ち
ら
も
戦
後
の
建

立
だ
っ
た
の
に
は
驚
か
さ
れ

た
。
頭
山
満
の
死
後
に
建
て

ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

発
心
公
園
は
久
留
米
市
草

野
町
草
野
、
Ｊ
Ｒ
久
大
本
線

の
筑
後
草
野
駅
の
南
、
山
間

部
に
少
し
入
り
込
ん
だ
と
こ

ろ
に
あ
る
。
筑
後
平
野
を
一

望
す
る
要
衝
で
、
戦
国
武
将

草
野
氏
の
居
城
発
心
城
の
城

跡
で
あ
る
。
麓
に
は
草
野
歴

史
資
料
館
が
あ
り
、
界
隈
は

江
戸
時
代
の
宿
場
町
の
面
影

を
残
し
て
い
る
。

　

頭
山
満
書
「
洪こ

う

疇ち
ゆ
う

武
田
範は

ん

之し

和
尚
碑
」
は
師
岡
司
加
幸

さ
ん
に
教
え
ら
れ
た
。

　
「
師
名
ハ
範
之
武
田
氏
道

号
ハ
洪
疇
本
姓
ハ
沢
父
ハ
之

高
米
藩
勤
王
ノ
士
天
資
曠
達

以
テ
大
イ
ニ
聞
コ
ユ
師
ハ
其

第
三
子
年
甫
メ
テ
十
一
出
デ

テ
父
執
武
田
貞
斎
ニ
養
ハ

ル
」。
こ
れ
は
発
心
山
麓（
現

久
留
米
市
草
野
町
）
に
あ
る

公
園
の
中
に
建
て
ら
れ
た

〈
洪
疇
武
田
範
之
和
尚
碑
〉

の
、
左
横
の
別
碑
に
刻
ま
れ

た
碑
誌
文
で
あ
る
。
撰
文
は

大
庭
陸
太
で
あ
る
が
、
和
尚

碑
は
頭
山
満
の
揮
毫
に
よ
っ

て
い
る
。（
師
岡
「
武
田
範

之
序
論
―
天
佑
侠
の
位
相
」

『
福
岡
地
方
史
研
究
』
五
四

号
、
二
〇
一
六
年
九
月
）

　

意
訳
す
る
と
、「
先
生
の

名
前
は
武
田
範
之
（
一
八
六

三
～
一
九
一
一
）
と
い
う
。

出
家
後
の
名
は
洪
疇
で
、
久

留
米
藩
勤
王
の
士
の
沢
之ゆ

き

高た
か

の
第
三
子
に
当
た
る
。
之
高

は
曠
達
（
心
が
広
く
物
事
に

こ
だ
わ
ら
な
い
こ
と
）
の
人

と
し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い

た
。
範
之
は
数
え
の
十
一
歳

の
時
、
武
田
貞
斎
の
養
子
と

な
っ
た
。」
と
な
る
。
師
岡

さ
ん
に
よ
る
と
、
武
田
貞
斎

は
草
野
の
医
師
で
や
は
り
勤

王
派
の
一
員
で
あ
っ
た
と
い

う
。
範
之
は
幼
く
し
て
医
師

と
し
て
の
道
を
歩
む
こ
と
を

止
め
、
読
書
に
耽
り
、
放
浪

の
後
に
越
後
の
顕
聖
寺
（
曹

洞
宗
）
の
僧
と
な
っ
た
。

　

頭
山
満
と
の
縁
が
生
じ
る

の
は
朝
鮮
東
学
党
の
乱
に
投

じ
た
日
本
人
グ
ル
ー
プ
・
天

佑
侠
に
加
わ
っ
た
こ
と
に
よ

る
。「
武
田
範
之
は
旧
久
留

米
藩
士
の
子
。
越
後
顕
聖
寺

の
学
僧
に
な
っ
た
が
、
明
治

二
十
七
年
の
天
佑
侠
に
参
加

し
て
当
時
三
十
二
歳
な
が
ら

『
謀
師
』
と
し
て
重
き
を
な

し
た
と
い
う
奇
才
あ
ふ
れ
る

人
物
で
あ
る
。
天
佑
侠
十
四

人
の
中
で
は
、
武
田
範
之

と
鈴
木
天
眼
（
福
島
県
出

身
）、
大
原
義
剛
と
内
田
良

平
の
四
人
が
玄
洋
社
の
同

人
で
あ
っ
た
と
い
う
。」（
石

瀧
『
玄
洋
社
・
封
印
さ
れ
た

実
像
』）

　

写
真
①
で
は
中
央
に
「
洪

疇
武
田
範
之
和
尚
碑
」（「
昭

和
廿
九
年
十
月
廿
三
日
建こ

れ
を

之た
つ

）
が
あ
り
、
左
の
碑
に
碑

文
と
寄
附
者
名
が
彫
ら
れ
て

い
る
。
先
頭
に
旧
藩
主
家
の

有
馬
頼
寧
、
三
番
目
以
下
に

石
井
光
次
郎
・
緒
方
竹
虎
・

野
田
俊
作
・
稲
富
稜
人
・
楢

橋
渡
ら
政
治
家
の
名
が
続

く
。
一
三
番
目
が
石
橋
正
二

郎
。
一
八
番
目
は
よ
く
見
え

な
い
が
真
藤
慎
太
郎
の
よ

う
だ
。
緒
方
・
真
藤
は
玄

洋
社
員
だ
っ
た
人
た
ち
で

あ
る
。
頭
山
の
生
前
に
建
碑

の
企
図
が
あ
っ
た
が
、
戦
中

の
こ
と
で
あ
り
、
戦
後
し
ば

ら
く
し
て
実
現
し

た
の
で
あ
ろ
う
。

写
真
②
は
頭
山
書

の
部
分
。

　

原
鶴
温
泉
街

の
一
画
、
泰
泉
閣

に
近
い
小
さ
な

緑
地
に
「
原
鶴
古

戦
場
」
の
説
明
板

が
立
っ
て
い
る
。
緑
地
の
中

央
の
「
初
代
梅う

め

ヶが

谷た
に

藤
太
郎

之
碑
」
が
立
雲
頭
山
満
の
書

に
な
る
（
写
真
③
④
）。
署

名
の
下
に
あ
る
べ
き
二
つ
の

印
が
碑
面
の
右
下
に
配
置
さ

れ
て
い
る
の
が
異
例
だ
が
、

左
右
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

て
、
紙
面
を
切
り
離
し
て
彫

り
込
ん
だ
の
だ
ろ
う
と
推
測

さ
れ
る
。
裏
面
に
は
「
昭
和

三
十
四
年
十
一
月
吉
日
再
建

　

日
本
相
撲
協
会
」
と
書
か

れ
て
い
る
の
で
、
何
ら
か
の

理
由
で
元
の
碑
が
失
わ
れ
て

戦
後
再
建
さ
れ
た
も
の
ら
し

い
。

　

初
代
梅
ヶ
谷
藤
太
郎
（
一

八
四
五
～
一
九
二
八
）
は
朝

倉
市
杷
木
志
波
の
梅
ヶ
谷
の

出
身
で
第
一
五
代
横
綱
。
な

お
、「
道
の
駅
原
鶴
」
に
隣

接
す
る
サ
ン
ラ
イ
ズ
杷
木
に

は
梅
ヶ
谷
の
銅
像
が
建
つ

（
写
真
⑤
）。

玄
洋
社
関
係
史
料
の
紹
介

石
瀧

　豊
美
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同
時
代
か
ら
見
た
頭
山
満

⑬

③

①

②

⑤

④


